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二十歳の再会、元気かな？



たらぎ議会だより　第 114 号／２

議
長
抱
負

-議長就任以来半年を振り返っての感
想を聞かせてください。
　新年明けましておめでとうございます。
町民の皆さまにおかれましては、輝かしい
新春をお迎えのこととお慶びを申し上げま
す。
　就任以来、議員の皆さまのご協力を仰ぎ
ながら５回の議会を開催できました。地方
創生という流れにおいて、各自治体の「力」
が試される中で、課題解決に向かって議会
としてはどのように動くべきかを考えさせ
られる半年でした。
　今やっと、対応の形が見えてきたように
思っているところです。

-議会の取り組や今後の取り組みにつ
いて、お聞かせください。
　議会改革の推進を考えております。「提案
型の議会運営」を軸に、議会の質の向上を
目指します。その流れの中で、町民の皆さ
まとの意見交換会・執行部との協議会・議
員研修等を積極的に行い、政策へ繋げてい
きたいと考えております。
　また、事務の合理化に向けてペーパーレ
ス化・アウトソーシングの推進を提案して
いるところです。

-今後の抱負・町民の皆様へのメッセー
をお聞かせください。
　これまでも、これからも「住民主体の町
づくり」を念頭に議会運営に努めてまいり
ます。
　町民の皆さまの代表である議会といたし
ましては、議会の使命である「執行機関の
監視」「政策の最終決定」をしっかりと認識
し、「議会と執行部が両輪となった町づくり」
が望ましいと考えております。そのために
は、町民の皆さまの様々な角度からのご意
見を聞かせて頂きたく、団体・グループ等
からの積極的なる申し出を宜しくお願い申
し上げます。
　地方創生の大きな課題である「人口減少」
へ対応し、「持続可能な町」として生き残る
ためにワンチームとなって考えてまいりま
しょう。
　議会といたしましては、町民の皆さまと
真摯に向き合い政策へ繋げていくことをお
約束いたしますと共に、皆さまのご健勝、
そして「子

ねずみ

」年に相応しい発展の年となり
ますことをご祈念申し上げまして、ご挨拶
とさせていただきます。

インタビュアー：広報委員会

議　長
髙　橋　 裕　子

新春インタビュー



《主な歳入》

《主な歳出》

保育の無償化スタート

修繕される中学校エアコン

修繕される小・中体育館

測量される口の坪覚井線

一
般
補
正

たらぎ議会だより　第 114 号／３

　
令
和
元
年
度
12
月
定
例
会
議
は
３
日
か
ら
11
日
ま
で
と
し
、

　
　
　
　
同
文
議
決
・
条
例
等
10
件
・
補
正
予
算
７
件
を
審
議
し
可
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
般
質
問
に
は
11
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

〇子ども・子育て支援臨時交付金
　（幼児教育・保育無償化の伴う国からの交付金）

〇民生費国庫補助金（教育・保育給付交付金）

〇児童措置費（各保育園への教育・保育給付費）

〇小学校管理費（各小学校施設の修繕費）

〇中学校管理費（中学校施設の修繕費）

〇町道口の坪覚井線整備事業費（測量設計委託料）　

〇国民健康保険特別会計繰出金（槻木診療所）

………………………………　1,493万円

…………………　1,614万円

………………　3,225万円

………………………　424万円

…………………………　202万円

……………　350万円

…………………　100万円

幼児教育・保育の無償化‼
本格スタート‼（R1.10月より）

令和元年度一般会計歳入・歳出それぞれ
2,731 万円を追加して予算総額 71億 722 万円とした

千円切り捨て
一般会計追加補正



条
例
等
改
正

たらぎ議会だより　第 114 号／４

●「物産館」における指定管理者（物産館利用組合）の指定について
　＊指定期間：令和 2年 4月 1日から令和 7年 3月 31 日まで
●「町民体育館等」における指定管理者（あいあいスポーツクラブたらぎ）
　   の指定について
　＊指定期間：令和 2年 4月 1日から令和 5年 3月 31 日まで

県市町村総合事務組合規約の一部変更について
県市町村総合事務組合規約の別表第 2第３条第
１号に関する事務の項中「天草広域連合」の次
に「熊本県後期高齢者医療広域連合」を新たに
加えることを、全会一致で可決した。

議会における情報通信機器の使用に関する規定
議場での情報通信機器（パーソナルコンピュー
ター・スマートフォン・タブレット端末・携帯
電話等）の使用に関し必要な事項を定めること
で、議案の審議、審査又は調査等の充実を図る
ことを目的とする。

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

全会一致で可決

●町道の路線変更について（路線名：大久保線の起点・北山下を茗の木に変更）

●会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例を定めることについて
　（適正な任用・勤務条件を確保するため、新たに「会計年度任用職員」が制度化。
　自治体で働く臨時・非常勤等職員の多くが令和 2年 4月 1日から任用移行）

●地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
　整理等に関する条例を定めることについて
●一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任用付職員の採用及び給与の
　特例に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて
●手数料条例の一部を改正する条例を定めることについて
●災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて
●特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
　一部を改正する条例を定めることについて
●町営住宅条例の一部を改正する条例を定めることについて

条　例　等　改　正
【指定管理者の指定】

同　文　議　決 議場で情報通信機器が使用可能に‼

【町道の路線変更】

【条例制定】

【条例改正】

４回目の指定管理となる物産館 利活用が期待される町民体育館

賛成多数で可決
（賛成 10・反対 1）

全会一致で可決



要 望 書

たらぎ議会だより　第 114 号／５

特
別・要
望 特別会計補正予算

国民健康保険 (事業勘定 )
　歳入・歳出に 4,479 万 3千円を追加して 14億 2,501 万 2千円とした。
　主な歳出は一般被保険者療養・高額療養給付費の増で 4,300 万円を追加した。

国民健康保険 (直診勘定 )
　歳入・歳出に 100万円を追加して 1,034 万 6千円とした。
　主な歳出は全額公立病院へ槻木診療所に係る業務委託料である。

上水道事業
　13万 2千円の減額補正で電気料金・委託料の減である。

下水道事業
　歳入・歳出に 229万 2千円を追加して 2億 8,984 万 9千円とした。
　主な歳出は修繕料・負担金の増である。

介護保険
　歳入・歳出に 411万 6千円を追加して 15億 5,888 万 2千円とした。
　主な歳出はサービス事業等の負担金の増である。

後期高齢者医療
　歳入・歳出に 19万 4千円を追加して 1億 4,827 万 7千円とした。
　主な歳出は還付金・返還金である。

件名及び要旨 提　出　者 付託委員会 備考

幼児教育・保育の
無償化に伴う副食
費の取り扱いにつ
いての要望書

多良木町
保育園連絡
協議会
　　  10 人

厚生環境文教
常任委員会 継続審議

行うべき②食事は保育の一環であり食材費は無料にすべき③応能負担から実費負担は問題④保育
所の事務負担増加と保護者との関係が心配との事である。
　議会にはこの要望書とともにその内容を含む町の条例が内閣府令の「従うべき基準」に基づき
提出された。
　その内容はこれまで３歳以上児の保育料に含まれていた副食費が無償化の対象外 ( 年収 360 万
円以下の世帯・第３子以降の子は無償 ) とされ各施設での実費徴収となり、国の副食費免除制度
等の副食費用の取り扱いに関するものであり、その条例を議決し改正した。
　委員会としては要望の内容は一定程度理解できるものではあるが①「幼児教育・保育無償化」
となり更なる「食事」までの無料化②施設入所していない子供との平等性③一般財源 ( 約 560 万
円程度 ) からの持ち出し④高額所得者の優遇性の危惧⑤国と県との兼ね合い等の問題性を含んで
おり今後とも調査研究を要すべきと考え継続審議とした。

　今回、町保連より提出された要望書
は昨年 10 月より実施されている「幼
児教育・保育無償化」で副食費を支払
う必要がある対象外の世帯がでてくる
為に要望されたものである。
　要望の内容は①保育料の徴収は町が

皆さんからの



たらぎ議会だより　第 114 号／６

𡧃
　
佐
　 

信
　
行
　
議
員

質
問

５
年
以
内
に
解
体
や
用
途
変
更

の
必
要
が
あ
る
公
共
施
設
の
管

理
は
。

Ｑ

Ａ

公共施設管理計画は

状況調査のうえ計画策定

前
田
総
務
課
長

中
央
公
民
館
・
槻
木
診
療
所
な

ど
劣
化
状
況
の
調
査
を
し
、
策

定
す
る
。

質
問

築
後
50
年
を
超
え
て
い
る
中
央

公
民
館
の
解
体
は
。

今
井
教
育
振
興
課
長

古
い
物
は
解
体
し
、
将
来
的
に

は
複
合
施
設
の
よ
う
な
施
設
が

で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

質
問

秡
川
運
動
公
園
を
貯
木
場
な
ど

へ
用
途
変
更
で
き
な
い
か
。

町
長

ま
ず
は
地
元
住
民
に
相
談
し
た

上
で
使
い
方
を
検
討
し
た
い
。

一
般
質
問

葦が生茂る久米川内川

質
問

河
川
整
備
に
つ
い
て
県
や
湯
前

町
と
の
協
議
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

掘
削
工
事
に
つ
い
て
は
県
に
強

く
要
望
し
、
湯
前
町
と
事
業
促

進
の
た
め
連
携
を
強
化
す
る
。

質
問

久
米
川
内
川
上
流
の
治
山
工
事

は
。

水
田
農
林
課
長

被
害
状
況
を
確
認
し
、
多
良

木
・
湯
前
両
町
で
熊
本
南
部
森

林
管
理
署
に
治
山
事
業
の
要
望

を
行
っ
て
い
る
。

治
山
・
治
水
対
策
は

ＱＡ
県
に
強
く
要
望

老朽化著しい中央公民館

質
問　

農
業
基
盤
強
化
策
は
。

水
田
農
林
課
長

認
定
農
業
者
支
援
と
農
業
経
営

者
の
法
人
化
を
進
め
る
と
と
も

に
米
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
。

質
問

ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み
は
。

水
田
農
林
課
長

情
報
収
集
に
努
め
、
農
家
の
意

向
を
確
認
し
て
い
く
。

農
林
業
の
振
興
策
は

ＱＡ
人
材
確
保
と
法
人
化
を

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
企
業
と
協
働
の
森
づ
く
り

　
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

②
鹿
・
猪
肉
の
加
工
処
理
施

　
設
整
備
は

③
役
場
内
の
機
構
改
革
は



質
問

防
災
担
当
に
災
害
対
応
経
験
あ

る
職
員
の
配
置
は
。

町
長

自
衛
官
・
消
防
士
Ｏ
Ｂ
等
の
配

置
は
今
後
防
災
担
当
課
と
協
議

す
る
。

質
問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は
。

前
田
総
務
課
長

来
年
度
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更

新
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

配
信
シ
ス
テ
ム
も
構
築
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。

たらぎ議会だより　第 114 号／７

猪
　
原
　
　
清
　
議
員

質
問 

水
防
計
画
に
お
け
る
防
災
士
の

位
置
づ
け
は
。

前
田
総
務
課
長

来
年
度
の
水
防
計
画
の
見
直
し

の
際
に
「
防
災
士
﹂
の
位
置
づ

け
と
役
割
を
明
確
に
す
る
。

Ｑ

Ａ

今後の水防計画は

消防署・防災士会と連携

一
般
質
問

今
後
の
町
の
あ
り
方
は

ＱＡ
町
民
の
意
見
集
約
を

質
問　

奥
球
磨
駅
伝
計
画
で
は
、
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ゴ
ー
ル
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
機
会
に
防
災
拠
点
を
兼
ね
た

４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
整
備
は
。

町
長

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
関
係
人
口

を
作
っ
て
い
き
た
い
が
、
補
助

金
等
含
め
検
討
課
題
を
議
会
・

住
民
の
話
を
聞
い
て
進
め
た
い
。

質
問

施
設
整
備
に
関
し
て
上
球
磨
地

域
振
興
の
観
点
か
ら
各
町
村
へ

の
働
き
か
け
は
。

町
長

地
元
企
業
の
支
援
、
交
付
金
・

補
助
金
が
あ
る
か
情
報
収
集
し

て
議
会
と
進
め
て
い
き
た
い
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
今
後
は

ＱＡ
議
会
・
住
民
と
協
議
を

スポーツ振興で町づくりを

国土強靭化工事

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
実
効
性
の
あ
る
若
者
定
住

　
方
策
は

質
問　

行
政
区
の
再
編
は
。

（※）
防
災
士
と
は
﹁
自
助
・
共
助
・
協

働
﹂を
原
則
と
し
て
、社
会
の
様
々

な
場
で
防
災
力
を
高
め
る
活
動
が

期
待
さ
れ
、 

そ
の
た
め
の
十
分
な

意
識
と
一
定
の
知
識
・
技
能
を
修

得
し
た
こ
と
を
日
本
防
災
士
機
構

が
認
証
し
た
人
で
あ
る
。

前
田
総
務
課
長

新
た
な
行
政
改
革
の
中
で
行
政

区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問

企
業
誘
致
へ
の
取
組
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

人
材
育
成
を
図
り
な
が
ら
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
を
行
い
、
働
く
場

の
確
保
に
力
を
入
れ
る
。

︵
※
︶



たらぎ議会だより　第 114 号／８

豊
　
永
　 

好
　
人
　
議
員

質
問

台
風
19
号
に
よ
る
記
録
的
な
大

雨
に
よ
り
、
河
川
が
氾
濫
し
堤

防
等
の
決
壊
が
発
生
し
た
。
町

に
も
１
級
・
２
級
の
河
川
が
あ

Ｑ

Ａ

河川氾濫等の安全対策は

掘削・樹木伐採を実施

質
問

大
阪
で
地
震
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク

壁
が
崩
壊
し
、
通
学
中
の
児
童

が
下
敷
き
に
な
る
と
い
う
事
故

が
あ
っ
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
壁
等

の
危
険
箇
所
の
確
認
は
。

る
が
氾
濫
・
越
水
等
の
安
全
対

策
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

現
在
、
国
土
強
靭
化
対
策
事
業

と
し
て
河
道
内
掘
削
及
び
樹
木

伐
採
工
事
が
実
施
中
で
あ
り
、

併
せ
て
支
流
の
河
川
に
つ
い
て

も
県
事
業
と
し
て
同
様
に
実
施

中
で
あ
る
。

町
長

知
事
・
九
州
整
備
局
長
・
流
域

市
町
村
と
の
検
討
会
議
の
場
に

於
い
て
、
中
鶴
橋
上
流
域
の
対

策
も
要
望
し
て
い
る
。

質
問

中
学
校
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て

い
る
高
校
の
跡
地
は
無
償
な
の

か
。

町
長

県
議
会
の
承
認
も
い
る
の
で
現

段
階
で
断
定
で
き
な
い
が
、
賃

貸
借
及
び
土
地
購
入
は
全
く
考

え
て
い
な
い
。
完
全
無
償
譲
渡

で
要
望
し
て
い
る
。

今
井
教
育
振
興
課
長

学
校
・
地
域
か
ら
指
摘
が
あ
っ

た
危
険
箇
所
は
、
担
当
者
が
現

地
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

佐
藤
教
育
長

各
学
校
で
調
査
確
認
し
て
い
る
。

公
有
地
に
つ
い
て
は
早
急
に
対

一
般
質
問

樹木伐採された河川敷

ブロック壁が撤去された黒小

通
学
路
の
危
険
箇
所
は

高
校
跡
地
は
無
償
か

ＱＱ ＡＡ
各
学
校
で
調
査
確
認

完
全
無
償
で
要
望

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
農
業
振
興
に
つ
い
て

②
小
・
中
学
校
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　
取
扱
い
に
つ
い
て

③
議
事
録
作
成
に
つ
い
て

④
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

⑤
交
際
費
の
公
表
に
つ
い
て

応
で
き
る
が
、
私
有
地
に
つ
い

て
は
修
理
撤
去
依
頼
し
か
で
き

な
い
。
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質
問

町
長
は
子
育
て
支
援
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
来
年
度
の
支

援
は
。

町
長

①
中
学
校
部
活
の
社
会
体
育
へ

の
移
行
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

Ｑ

Ａ

保育園副食費の
支援について
意見を聴きながら
対処したい

質
問

日
米
貿
易
協
定
に
よ
り
、
牛
肉

や
豚
肉
に
加
え
国
内
農
産
物
・

加
工
品
の
関
税
引
き
下
げ
、
撤

廃
に
な
れ
ば
国
内
農
業
と
食
料

自
給
率
に
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
懸
念
や
不
安
が
あ
る
。
農
業

法
人
や
集
落
営
農
の
取
り
組
み

が
進
む
な
か
、
法
人
化
等
に
移

行
し
な
い
農
家
の
支
援
は
。

ブ
の
入
会
金
の
一
部
補
助
②
町

外
の
医
療
機
関
の
償
還
払
い
か

ら
現
物
給
付
へ
の
変
更
③
町
保

育
園
連
絡
協
議
会
要
望
の
副
食

費
（
４
千
５
０
０
円
）
の
対
応

等
協
議
を
進
め
る
。

質
問

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
３
歳
か

ら
５
歳
ま
で
の
保
育
料
は
無
償

化
さ
れ
た
。
副
食
費
は
免
除
対

象
は
あ
る
が
、
年
収
３
６
０
万

円
以
上
の
世
帯
か
ら
は
徴
収
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
県
内
で
も

芦
北
町
な
ど
12
市
町
村
が
独
自

に
支
援
し
、
子
育
て
世
代
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
る
。
町
保
連

の
要
望
書
や
こ
れ
ら
自
治
体
の

対
応
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長

従
来
の
保
育
料
が
21
万
円
減
額

と
な
り
、
徴
収
額
が
約
５
万
円

ほ
ど
に
な
る
。
議
員
間
で
も
そ

れ
ぞ
れ
所
見
が
あ
る
と
思
う
し
、

各
方
面
の
意
見
も
伺
い
対
処
し

た
い
。

質
問 

「
想
定
外
」
の
災
害
の
対
応
策
、

特
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
避

難
所
の
環
境
整
備
と
し
て
、
一

カ
所
だ
け
で
も
小
学
校
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
で
き

な
い
か
。

町
長

必
要
だ
が
、
空
調
ダ
ク
ト
で
拡

散
す
る
な
ど
の
検
討
や
国
の
補

助
・
設
置
費
用
・
レ
ン
タ
ル
費

用
な
ど
の
試
算
を
行
う
。

質
問

交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者

等
の
避
難
所
へ
の
送
迎
は
。

久
保
田
　
武
治
　
議
員

法
人
化
等
に
移
行
し
な
い

農
家
支
援
は

避
難
所
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

ＱＱ ＡＡ
作
業
委
託
や

利
用
権
設
定
を
進
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
の

試
算
を
し
た
い

水
田
農
林
課
長

第
１
種
・
２
種
農
家
で
営
農
の

意
思
が
な
い
、
機
械
等
の
更
新

が
で
き
な
い
農
家
に
は
認
定
農

業
者
・
法
人
・
地
区
に
あ
る
機

械
利
用
組
合
へ
の
作
業
委
託
や

農
地
の
利
用
権
設
定
に
よ
る
法

人
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
る
な

ど
の
施
策
を
考
え
て
い
る
。

前
田
総
務
課
長

防
災
計
画
書
に
は
送
迎
の
具
体

策
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
消

防
団
に
積
載
車
等
を
利
用
し
て

の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

い
ろ
ん
な
方
へ
の
対
応
を
！



《
そ
の
他
の
質
問
》

①
地
域
の
給
油
所
と
の
取
り

　
決
め
は

②
今
後
のinaho

（
株
）
と

　
の
展
望
に
つ
い
て

どうする中学校
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般
質
問落

　
合
　 

健
　
治
　
議
員

質
問

中
学
校
移
転
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長

①
危
険
回
避
②
授
業
の
妨
げ
に

Ｑ

Ａ

質
問

先
生
同
士
の
い
じ
め
等
の
対
応

は
。

今
井
教
育
振
興
課
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い
な

い
が
、
不
祥
事
防
止
委
員
会
・

管
理
職
を
中
心
に
対
応
し
て
い

く
。

質
問

不
祥
事
防
止
委
員
会
と
は
。

今
井
教
育
振
興
課
長

委
員
は
、
校
長
・
教
頭
・
教
務

主
任
・
養
護
教
諭
な
ど
で
構
成

中学校移転後の利用は

議会と住民に相談

な
ら
な
い
③
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
で
高
い
評
価
を
受
け
る
は

ず
だ
と
考
え
る
。

佐
藤
教
育
長

支
援
学
校
が
隣
接
す
る
こ
と
で

の
中
学
校
の
先
生
の
能
力
向
上
、

又
は
将
来
小
学
校
が
統
合
さ
れ

た
場
合
、
場
所
的
に
交
流
や
共

同
活
動
が
や
り
や
す
い
。

質
問

移
転
に
か
か
る
金
額
と
現
地
建

設
と
の
比
較
は
。

町
長

金
額
は
独
り
歩
き
す
る
場
合
が

あ
る
の
で
言
え
な
い
が
、
移
転

は
節
約
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
し

て
い
る
が
、
実
際
に
支
援
学
校

の
訪
問
は
し
て
い
る
か
。

町
長

運
動
会
は
毎
年
、
発
表
会
は
１

回
。
現
在
の
保
護
者
会
長
と
は

し
っ
か
り
話
を
し
て
い
る
。

質
問

中
学
校
の
跡
地
利
用
は
。

さ
れ
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク（
事

業
所
で
行
う
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
）
な
ど
も
参

考
に
パ
ワ
ハ
ラ
・
モ
ラ
ハ
ラ
の

防
止
に
努
め
て
い
る
。

質
問

保
護
者
と
先
生
の
ト
ラ
ブ
ル
の

対
応
は
。

今
井
教
育
振
興
課
長

事
例
は
無
い
が
、
教
育
委
員
会

を
窓
口
と
し
て
相
談
に
あ
わ
せ

て
対
応
し
て
い
く
。

学
校
で
の
い
じ
め
対
策
は

ＱＡ
相
談
に
合
わ
せ
て
対
応

町
長

５
年
先
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
に

議
会
・
住
民
と
行
政
座
談
会
等

を
行
い
た
い
。
又
、
様
々
な
方

面
か
ら
活
用
し
た
い
と
言
う
申

し
出
が
あ
る
と
い
う
展
望
を

持
っ
て
い
る
。

質
問

高
校
跡
地
が
無
償
譲
渡
で
な
い

場
合
は
。

町
長

無
償
譲
渡
を
要
望
し
て
い
る
が
、

違
っ
た
場
合
は
議
会
と
相
談
し

て
い
く
。
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質
問

上
球
磨
地
域
振
興
並
び
に
地
方

創
生
の
観
点
か
ら
、
多
良
木
高

校
跡
地
（
県
有
地
）
に
上
球
磨

の
「
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
」
と

し
て
、
将
来
的
に
環
境・社
会・

経
済
の
３
本
柱
が
調
和
し
た
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
実
現
の
た

め
、
全
天
候
型
陸
上
競
技
場
誘

致
及
び
整
備
の
要
望
を
上
球
磨

連
携
で
出
来
な
い
か
。

町
長

高
校
卒
業
生
が
存
続
を
求
め

て
い
る
野
球
場
・
陸
上
競
技

場
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
残
せ

る
よ
う
に
県
に
要
望
し
て
い
る
。

質
問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
に
沿
っ
て
地
方
創
生
の
方

策
を
掲
げ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
考

え
は
な
い
か
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

意
味
や
重
要
性
を
職
員
全
体
で

認
識
共
有
を
し
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
町
を
構
築
す
る
た
め
の

開
発
目
標
を
設
定
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

町
長

時
間
的
制
約
は
あ
る
が
担
当
課

に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
申
請
で

き
れ
ば
と
思
う
。

Ｑ

Ａ

「SDGs 未来都市」にチャレンジは
坂
　
口
　 

幸
　
法
　
議
員

質
問

南
稜
高
校
食
品
科
学
科
３
年
生

が
球
磨
焼
酎
を
醸
造
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
町
の
蔵
元
と
連
携

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

申請出来れば

高
校
跡
地
に

全
天
候
型
陸
上
競
技
場
を

南
稜
高
校
と
連
携
強
化
を

ＱＱ ＡＡ
中
学
校
新
設
移
転
で
動
い
て
い
る

可
能
性
も
含
め
検
討
し
た
い

と
し
て
開
発
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
。

前
田
総
務
課
長

地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
、
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば

可
能
性
を
含
め
検
討
し
た
い
。

町
長

新
富
町
「
こ
ゆ
財
団
」
の
よ
う

に
町
か
ら
独
立
し
た
組
織
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
全
般
を
運
営
し

成
功
し
て
い
る
の
で
検
討
し
た

い
。（
※
「
こ
ゆ
財
団
」
に
つ

い
て
は
Ｐ
18
参
照
。）

よ
っ
て
中
学
校
新
設
移
転
で
動

い
て
い
る
の
で
理
解
し
て
ほ
し

い
。
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一
般
質
問村

　
山
　
　 

昇
　
議
員

Ｑ

Ａ

総合防災訓練は

31行政区の参加

質
問

総
合
防
災
訓
練
の
住
民
・
防
災

本
部
の
対
応
・
体
制
は
。

前
田
総
務
課
長

事
前
に
区
長
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り「
自
主
防
災
組
織
研
修
会
」

を
開
催
し
訓
練
の
流
れ
を
説
明

し
た
。
参
加
行
政
区
へ
は
委
託

料
も
組
み
、
47
行
政
区
中
で
31

行
政
区
の
参
加
で
実
施
し
た
。

質
問

今
年
、
避
難
勧
告
が
３
回
出
さ

れ
た
が
、
町
民
に
対
す
る
周
知

と
避
難
勧
告
の
基
準
は
。

前
田
総
務
課
長

避
難
者
数
は
、
実
際
と
報
道
が

異
な
り
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
た
。

警
戒
レ
ベ
ル
等
は
、
気
象
庁
の

避
難
勧
告
の
発
令
の
基
準
に
よ

り
行
っ
て
い
る
。
ま
た
土
砂
災

害
警
戒
区
域
住
民
に
は
、
梅
雨

時
期
前
に
郵
送
に
て
の
通
知
や

区
域
外
に
も
回
覧
に
よ
る
周
知

を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
消
防

団
の
個
別
訪
問
・
防
災
行
政
無

線
や
デ
タ
ポ
ン
等
で
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

直
轄
河
川
球
磨
川
で
の
天
子
橋

上
下
流
樹
木
伐
採
と
河
道
掘
削

工
事
の
状
況
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

国
土
交
通
省
・
球
磨
地
域
振
興

局
で
は
、
緊
急
３
カ
年
国
土
強

靱
化
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

て
い
る
。
期
間
は
Ｒ
２
年
３
月

10
日
ま
で
で
、
天
子
橋
か
ら
上

流
の
左
岸
工
事
で
予
算
は
１
億

２
千
３
０
０
万
円
余
で
あ
る
。

ま
た
県
の
管
理
河
川
工
事
は
６

工
区
に
分
か
れ
Ｒ
２
年
２
月
末

ま
で
で
、
事
業
規
模
は
７
千
８

０
０
万
円
余
で
あ
る
。

質
問

日
米
貿
易
協
定
に
基
づ
く
畜
産

の
対
応
策
は
。

水
田
農
林
課
長

単
独
補
助
事
業
と
し
て
家
畜
の

ふ
ん
尿
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

外
国
製
品
に
対
抗
す
る
た
め
安

全
性
、
品
質
向
上
を
重
点
目
標

に
置
き
、
支
援
を
し
て
い
く
。

町
長

肉
用
牛
、
繁
殖
牛
、
そ
し
て
酪

農
関
係
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
。

質
問

就
農
人
口
の
増
加
対
策
は
。

水
田
農
林
課
長

国
は
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
」
町
単
独
で
は
「
農
林
商

工
担
い
手
対
策
補
助
金
」
を
実

施
し
、
雇
用
対
策
と
し
て
は
農

業
法
人
等
に
は
国
県
に
よ
る

農
業
問
題
対
策
は

ＱＡ
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
農
の
雇
用
制
度
」
町
は
「
農

の
雇
用
制
度
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

バックアップが望まれる畜産業

全区参加が望まれる防災訓練

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

　
動
に
つ
い
て



たらぎ議会だより　第 114 号／ 13

一
般
質
問 魚

　
住
　 

憲
　
一
　
議
員

Ｑ

Ａ

県道33号線は

用地取得後、随時着手

質
問

県
道
33
号
線
の
３
工
区
（
大
園

下
地
区
）
の
工
事
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
が
、
脇
地
区
の
１
工

区
の
進
捗
状
況
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

用
地
測
量
業
務
が
実
施
さ
れ
、

来
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
予
定
。

質
問

２
工
区
（
小
林
・
青
蓮
寺
）
区

間
の
計
画
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

基
本
的
に
は
、
バ
イ
パ
ス
案
で

決
定
し
て
い
る
。

質
問
　
　
　
　

住
民
説
明
会
を
開
き
、
道
路
拡

張
か
バ
イ
パ
ス
か
検
討
す
る
場

を
持
て
な
い
か
。

久
保
環
境
整
備
課
長

開
催
の
意
向
を
聞
い
て
い
る
。

質
問

就
任
か
ら
３
年
と
な
る
が
、
成

果
と
評
価
は
。

町
長

行
事
に
振
り
回
さ
れ
た
が
、
道

路
事
業･

教
育
・
そ
の
他
60
％

く
ら
い
は
で
き
て
い
る
。
今
後

精
度
を
上
げ
て
い
く
。

質
問

全
国
で
は
教
職
員
間
の
い
じ
め

も
あ
る
よ
う
だ
が
対
応
は
。

佐
藤
教
育
長

人
間
関
係
づ
く
り
・
相
談
で
き

る
体
制
づ
く
り
・
研
修
な
ど
そ

質
問

Ｒ
２
年
度
、
最
も
重
要
な
事
業

は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
出
来
る

よ
う
な
事
業
と
共
に
、
各
課
重

要
な
事
業
を
沢
山
抱
え
て
い
る

の
で
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て

れ
に
向
け
て
対
応
す
る
。

質
問

今
後
の
取
り
組
み
は
。

佐
藤
教
育
長

事
件
の
実
態
把
握
・
原
因
の
分

析･
和
解
の
橋
渡
し
を
す
る
。

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

行
政
座
談
会
の
計
画
の
予
定
は
。

町
長

Ｒ
２
年
度
に
必
ず
や
り
た
い
。

子
ど
も
向
け
の
対
策
委
員
会
は

あ
る
が
、
今
後
は
教
師
向
け
の

い
じ
め
対
策
委
員
会
も
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

政
策
の
評
価
は

い
じ
め
の
解
消
と
対
応
は

ＱＱ ＡＡ
評
価
は
60
％

相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り

広くなった大園下地区の県道

期待される座談会

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て

②
町
営
住
宅
に
つ
い
て

③
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
つ

　
い
て



県が補助します

久
保
環
境
整
備
課
長

Ｈ
30
年
度
か
ら
耐
震
診
断
に
加

え
、
耐
震
改
修
設
計
、
耐
震
改

修
工
事
及
び
建
て
か
え
工
事
の

補
助
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

住
宅
耐
震
化
補
助
率
は
１
／
２

で
上
限
60
万
円
で
あ
る
。
広
報

た
ら
ぎ
の
掲
載
等
で
周
知
し
、

来
年
度
も
引
き
続
き
こ
の
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。

質
問

こ
の
制
度
の「
代
理
受
領
制
度
」

を
す
べ
き
で
は
。

︵
※
１
︶

（※１）
代理受領制度とは、申請者が耐震改修等
にかかった費用から補助金額を差し引い
た金額を工事業者に支払い、申請者から
委任された工事業者に町が直接補助金を
支払う制度で建築主の改修資金の借入額
を少なくできるという効果が期待できる。 

詳しくは熊本県住宅耐震化
支援事業 HP をご覧ください ▼

町
長

補
助
金
を
業
者
の
方
に
渡
す
と

い
う
こ
と
だ
け
な
の
で
、
検
討

す
る
。

たらぎ議会だより　第 114 号／ 14

一
般
質
問

Ｑ

Ａ

住宅耐震化補助は

補助率は 1/2・
上限 60 万円

林
　
田
　 

俊
　
策
　
議
員

高
齢
者
に
事
故
防
止
補
助
を

ＱＡ
県
の
状
況
を
調
査
し
検
討

質
問

国
県
も
防
災
・
減
災
に
向
け
た

施
策
と
し
て
「
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
」
を
進
め
、
市
町
村
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
町

の
耐
震
化
の
取
り
組
み
や
補
助

は
。

質
問

県
は
ア
ク
セ
ル
・
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
間
違
い
を
防
ぐ
事
故
防
止

装
置
に
対
す
る
補
助
を
九
州
で

初
め
て
行
う
。
県
の
要
綱
は
。

前
田
総
務
課
長

県
は
Ｒ
２
年
１
月
か
ら
70
歳
以

上
を
対
象
に
上
限
３
万
円
と
し

て
１
０
０
台
程
度
の
予
定
で
補

助
を
す
る
。

︵
※
２
︶

＊「
県
の
免
許
返
納
状
況
」は
Ｈ
Ｐ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。︵https://

　

w
w

w
.pref.kum

am
oto.jp/

　

kiji_29652.htm
l

︶

質
問

町
も
単
独
の
２
万
円
程
度
の
補

助
を
行
な
え
な
い
か
。

町
長

免
許
返
納
が
な
か
な
か
で
き
な

い
状
況
で
県
の
状
況
を
調
査
し

検
討
し
て
い
く
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組

　
み
は （※２）

事故防止装置補助とはペダ
ルの踏み間違いなどによる
急加速抑制装置としての機
能を有する安全運転支援装
置（後付け急加速抑制装置）
で設置を推進するための補
助金制度である。



予
算
編
成
は

ＱＡ
２
月
中
旬
ま
で
に

予算編成を迎えた庁舎

一
般
質
問

たらぎ議会だより　第 114 号／ 15

中
　
村
　 

正
　
德
　
議
員

Ｑ

Ａ

機構改革はいつまでに

４月までに行う

質
問
　

Ｒ
２
年
度
予
算
編
成
の
時
期
だ

が
、
予
算
査
定
へ
の
町
民
・
議

会
か
ら
の
要
望
は
ど
の
様
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。

前
田
総
務
課
長
　

要
望
に
つ
い
て
は
関
係
課
で
整

質
問  

課
の
編
成
は
11
年
間
変
わ
っ
て

い
な
い
。
機
構
改
革
も
含
め
課

の
再
編
を
４
月
ま
で
に
行
う
の

か
。

質
問  

入
浴
料
が
一
人
当
た
り
平
均
２

５
０
円
に
対
し
経
費
は
６
２
０

円
で
、
年
間
４
千
万
円
〜
５
千

万
円
の
赤
字
で
あ
る
「
え
び
す

の
湯
」
を
「
福
祉
事
業
」
と
連

携
で
き
な
い
か
。

ど
う
す
る「
え
び
す
の
湯
」

ＱＡ
時
間
を
頂
き
た
い

機構改革・課の編成は？

どうする？えびすの湯

町
長
　

機
構
改
革
も
含
め
て
４
月
１
日

か
ら
新
し
い
課
で
出
発
し
た
い
。

質
問

多
様
化
す
る
諸
問
題
に
対
応
す

る
「
オ
ー
ル
多
良
木
推
進
課
」

（
仮
称
）
の
考
え
は
。

町
長

各
課
が
担
当
し
て
い
る
諸
問
題

を
一
緒
に
ま
と
め
る
の
は
難
し

い
と
思
う
。「
オ
ー
ル
多
良
木
」

に
つ
い
て
は
専
門
的
知
識
を
有

し
た
人
材
が
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
３
か
月
の
間
に
検
討
し
た

い
。

町
長　

福
祉
と
の
連
携
は
良
い
案
な
の

で
、
将
来
的
に
は
施
設
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
を
議
会
と

一
緒
に
考
え
る
の
で
時
間
を
頂

き
た
い
。

理
し
て
あ
る
も
の
の
中
か
ら
、

特
に
重
要
な
も
の
・
優
先
順
位

の
高
い
も
の
・
緊
急
性
の
あ
る

も
の
な
ど
、
予
算
編
成
に
反
映

し
て
い
く
。



たらぎ議会だより　第 114 号／ 16

一
般
質
問

Ｑ

Ａ

備蓄食料は

女性の声を反映

源
　
嶋
　
た
ま
み
　
議
員

質
問

各
施
設
の
安
全
管
理
対
策
は
。

今
井
教
育
振
興
課
長

町
民
体
育
館
は
指
定
管
理
者
か

ら
年
４
回
報
告
を
う
け
て
い
る
。

Ｒ
２
年
度
町
民
体
育
館
の
天
井

を
改
修
予
定
で
あ
り
、
早
め
に

町
民
に
通
達
し
た
い
。

黒
木
町
民
福
祉
課
長

え
び
す
の
湯
は
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌

対
策
と
し
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等

の
洗
浄
や
業
者
に
よ
る
水
質
検

査
、
２
時
間
ご
と
に
検
査
薬
を

使
っ
た
簡
易
検
査
を
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
²
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
診

断
等
の
結
果
を
踏
ま
え
協
議
し

て
い
く
。

質
問

修
理
計
画
リ
ス
ト
は
あ
る
の
か
。

前
田
総
務
課
長

各
施
設
ご
と
の
劣
化
を
調
査
中

で
、
今
後
計
画
書
を
策
定
予
定

で
あ
る
。

加
し
た
。
ま
た
情
報
の
窓
口
を

整
理
し
な
が
ら
行
っ
た
。
災
害

時
に
お
け
る
情
報
収
集
の
た
め

の
本
部
と
避
難
所
を
つ
な
ぐ
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
等
の
設
置
の
必

要
性
を
感
じ
た
。

質
問

災
害
時
に
お
け
る
授
乳
の
支
援

並
び
に
母
子
に
必
要
と
な
る
物

資
の
備
蓄
と
し
て
、
乳
児
用
液

体
ミ
ル
ク
や
紙
お
む
つ
等
を
備

え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

備
蓄
食
料
の
検
討
会
に
女
性
の

声
が
反
映
で
き
る
よ
う
保
健
師

等
の
女
性
に
入
っ
て
い
た
だ
く
。

質
問

総
合
防
災
訓
練
の
評
価
と
反
省

点
は
。

前
田
総
務
課
長

参
加
者
２
千
人
以
上
の
計
画
で
、

４
箇
所
の
避
難
所
を
開
設
し
県

と
連
携
し
な
が
ら
中
学
生
も
参

う
こ
と
は
地
域
住
民
の
願
い
だ

が
、
今
後
の
運
営
方
針
は
。

町
長

地
域
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
病

院
な
の
で
開
設
者
協
議
会
の
４

質
問

公
立
病
院
は
地
域
に
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
病
院
で
救
急
医
療

の
で
き
る
病
院
と
し
て
、
よ
り

良
い
運
営
を
し
て
欲
し
い
と
い

施
設
の
安
全
管
理
は

公
立
病
院
の
運
営
方
針
は

Ｑ Ｑ
各
施
設
の
劣
化
調
査
中

４
町
村
で
協
議
し
て
い
く

Ａ Ａ

地域医療の拠点

利用の多い町民体育館

乳幼児に必要な液体ミルク

町
村
長
と
の
会
議
は
頻
繁
に

行
っ
て
お
り
、
意
見
は
一
致
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
４
町
村

で
協
議
し
て
い
く
。



広報

研修

議員

研修

公共施設を考える

講師：越路  真一郎氏

　議会広報のあり方について、熊本日日新聞社NIE 委員・越路真一郎氏を講師に研修を受けた。　

　研修では議会広報が地域で存在感を増すためには今何が必要か、「持続可能」な広報のためにど

う工夫し変革すべきかを講師と参加町村議会広報担当で討議した。

　議会の情報を住民にわかりやすく、見やすい紙面にするために「余分なものを捨てる」、「同じ言

　さらに、体育館・公民館・プールは必要か？（既存・

民間の施設が活用できないか）など、発想・見方を変

えるだけで成功した全国・海外の取組をヒントに数十

年単位の時代変化を想定して公共施設を活用すること

とそのための議会の役割について学ぶことができた。

文責　猪原　清

たらぎ議会だより　第 114 号／ 17

　東洋大学客員教授の南学氏による「公共施設マネジメント」をテーマにした研修を受けた。

　老朽化した公共施設は、住民の生命財産を脅かす「時限爆弾」である。なぜなら、公共施設の不

備で住民が巻き込まれる事故が起きた場合は市町村の職員に対して「業務上過失致死傷罪」が適用

されるので施設所有者（市町村）は、業務上利用者の安全を確保できる施設を提供する責務を負っ

ているのだ。公共施設でもインフラは削減できず、削減できるのは「ハコモノ」だけ。ハコモノを

最低限にするのが議員の仕事である。

　「既存の施設を使って何かをできるのではないか？」公共施設である学校の役割を再検討しコン

パクト化と一部転用等で複合化多機能化する。（学校でも夜間休日の活用は可能である。）

上球磨町村議会議員研修会

熊本県町村議会広報研修会

葉を使わない」、「自分にわかることでも人にはわから

ない」という視点を持ち、全国紙・週刊誌からも学ぶ。

さらに、広報誌づくりは広報委員会および事務局が主

導権を持つ。その結果、議会広報が変われば町が変わ

る !!

　議会がよりよい町づくりにどう取り組んでいるか。

住民にわかりやすく伝わりやすい広報にするために

は、広報誌の作成プロセスから刷新しなければならな

いことを痛感した。

文責　猪原　清

老朽化した公共施設は、「時限爆弾」である !

議会広報が変われば町が変わる !!
～ 待ったなし !! 大胆刷新へ真剣討議 ～

研
修
報
告



視察

研修

行政

懇談

　2017年 4月に設立した「こゆ財団」（※P11）の設立の経緯や目的・財団が運営するふるさと納

税事業と地方創生に向けた様々な取り組みの視察研修を行った。

　「ふるさと納税事業」「起業家育成」「空き家対策」「移住・定住」等を町と互いにカバーしあいな

がら地域商社として活動し、その考え方と自由度そして問題に対する突破力には驚かされるばかり

であった。財団側は常に柔軟な姿勢を持ちながらも攻めの姿勢で成功と失敗を繰り返しながら結果

を出し続けている。

　行政の方も財団と連携をとりながら町民と

地域に理解してもらえるように最大限の努力

がみてとれた。財団側が常に攻めの姿勢で

色々な事案に取り組めるのも行政側のきちん

と精査しながらの財団を守る姿勢があるから

だと思う。特に町長の「変革には２年耐える

必要がある」「財団の名前に自分の町の名前

を使わなかったのは地域で発展していく為」

と言う言葉は胸にささった。本町も地域全て

の発展を視野に入れた議論をしていく必要が

あるし、我が町の地方創生事業のあり方への

ヒントを得た。

　　　　　　　              文責　落合　健治

宮崎県児湯郡新富町

町と財団の連携を深め・・・

「こゆ財団」に学ぶ新しい町の形

たらぎ議会だより　第 114 号／ 18

地域農林商工懇談会
各種団体集い・語る

　「多良木町の現状と将来の展望について」をテー

マに懇談会が行われ、新設の補助事業への要望や

地方創生推進交付金事業の実績報告・上球磨地域

における農業の現状についての説明があった。

　事業報告として第 7回「たらぎ農林商工祭」

には計 1万 1千人の来場者があったが、売り上

げは 700万円程減、その他プレミアム付ゑびす

な商品券の販売状況やＲ２年度の植木市について

の紹介があり、各団体の忌
きたん

憚の無い意見が交わさ

れた。

　　　　　　　　　　　　　　文責　源嶋たまみ

研
修・懇
談
会

賑わった農林商工祭
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三重県に「行って・見て・聞いた」
総務産業常任委員会

アスパラ自動収穫ロボット

たらぎ議会だより　第 114 号／ 19

政
務
活
動

員報酬のあり方を見た。タブレット導入に関しても、少し

でも町民に情報公開と理解をしてもらうことを念頭におき、

簡素化すべき所と残すべき所をきちんと議論していくべき

だと感じた。

　今回の研修は、ただの研修で終わらす事なく本町の５年

後・10年後を見据えての議論のきっかけにすべき研修で

あった。　　　　　　　　　　　　　　  文責　落合　健治

本町にも「収穫ロボット」を 厚生環境文教常任委員会
in 鎌倉（神奈川県）

　待ったなし !! の課題である少子高齢化・自然災害対策・企業誘致・移住定住・スマート農業・森

林環境整備に積極的に取り組みが成されている2町・1施設に於いて、第2期総合戦略策定の糧と

すべく研修を行った。

三重県の「どこで？何を？」

紀北町役場 … 県南部に位置し、人と自然豊かな海と山の町である。

＊災害予防・減災体制の整備　＊森林環境整備　＊移住定住促進

　について研修。

多気町役場 … 県中央部に位置し、交通の要所となっている町である。流通の利便性から、シャープ、

京セラなど多くの企業が事業を展開している。特産品としては、柿・伊勢いも・松坂牛などが有名。

＊多気町における農業支援　＊高校生レストラン（まごの店）＊企業誘致　について研修。

三重農業研究所 … ＊トマト・いちご栽培に関する実証拠点施設におけるスマート農業について研修。

三重で「見えてきたもの」・「特徴的なもの」について報告

　森林環境整備について、「農林支援員」として、2名の支援員を雇用し担い手不足に対応している。

移住定住促進については、町のホームページからハローワークにアクセス出来るようにし、空き家

情報・求人情報・子育てに関する支援等を提供し若者の移住定住促進に繋げている。

　「まごの店」レストランは相可高校食物調理科（40名）が部活動の一環として土日祝日のみ営業

し、地元のシンボルとして地域経済の一翼を担っている。

　イチゴ生産に関し現在、ランナーと呼ばれる子苗を切り取って株分けされているが、増殖率の低

さと病虫害やウイルスが問題となっていた為、種子繁殖型品種が開発され増殖効果が飛躍的にアッ

プし強い苗が得られる効果が期待できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　中村　正德

　inaho 株式会社「スマート農業」・葉山町役場「議員報酬・タブレット導入」の 二ヶ所３つのテー

マに沿って研修を行った。

　inaho 株式会社では、アスパラガス収穫ロボットによる実際の収穫を視察し、契約農家とのパー

トナーシップ契約内容等の説明を聞いた。収穫ロボットの動きを見て、そのスピードと正確さに 自

分のイメージとの差を知ると同時に新しい農業の未来を垣間見た。又、その契約内容にベンチャー

企業ならではの視点があり、「本町でも充分に受け入れができるのでは」と心踊る研修であった。

　葉山町役場での研修では、議員報酬のあり方を時代背景と共に説明を聞き、更にこれからの議

農
業
研
究
所
研
修
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「
令
和
の
由
来
」

「
万
葉
集
」
の
梅
花
の
歌　

32
種
の
序
文

初
春
の
令
月
に
し
て
気き
よ
く淑
く
風
和や
わ
らぎ

梅
は
鏡き
ょ
う
ぜ
ん前の
粉こ

を
披ひ
ら

き
蘭
は
珮は
い
ご後
の

香こ
う
を
薫か
お
らす

　

花
の
美
し
さ
を
讃
え
て
い
る
歌
だ

そ
う
で
す
。

　

令
和
２
年
は
12
支
の
ス
タ
ー
ト
の

年
「
子ね
ず
み」
は
子
孫
繁
栄
・
素
早
く
動

き
回
る
姿
か
ら
商
売
繁
盛
・
物
事
の

始
ま
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

は
災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
、
今
年

は
東
京
オ
リ
パ
ラ
も
あ
り
楽
し
み
な

年
と
な
り
そ
う
で
す
。
少
子
高
齢
化

が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
干
支
に
ち
な

ん
で
沢
山
の
子
供
の
誕
生
が
あ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
広
報

委
員
一
同
よ
り
良
く
わ
か
り
や
す
い

広
報
を
お
届
け
出
来
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　

皆
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良
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年
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な
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よ
う
に
！
（
文
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源
嶋
た
ま
み
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区長はなくなっとナ？

多良男

球磨雄

「区長」はなくなっとナ、
今度の議会で決まったとやろ？

そらひと安心したばってん
一体どぎゃんなっとナ？

じゃなかー、「区長も公民分館長」も
こんままあっとバイ

今度、「働き方改革」ん中で国の法改正があって、
区長やら公民分館長の身分が変わっとタイ。

身分の変わっとナ？

へーじゃー今までの仕事は
そんまましてくいやっどか。

報酬んごたっとは
そんままくれやっとじゃろタイ。 そらー今度どぎゃん決まっかわからんばっ

てん、そん仕事ばどこに頼むかたいナ。
「区長」さんに頼みやっか、

「区長自治会」かそいとも「区」に頼んで
区長さんは自分の区費から
貰いやる方法もあっどナー

区長さん達はこんまで「守秘義務」
なんかのあったとやろばってん、
そら、どぎゃんなっとナ

そらー役場が契約の中で頼むらしかバイ。
なんさま、こいからたい。色々あっどばってん、３月までにゃー決まっ

とじゃろで、これまでんごと地域んこたー、
みんなで協力して良か方向にせんばんよナ

豆 ち し き

区長さんたちはこれまで
「特別職非常勤職員」ていう立場やったとたい。
新しか法律で要件の 3つあっとばってん、

そいに該当せんところのあっで、
全国的に今度みんな変えていきやっとタイ。




